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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 
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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本冷凍空調工業会（JRAIA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産

業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産

業規格である。これによって，JIS B 8627:2015 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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ガスヒートポンプ冷暖房機 

Gas engine driven heat pump air conditioners 

 

1 適用範囲 

この規格は，室内の快適な空気調和を目的として，都市ガス又は液化石油ガスを燃料とするガスエンジ

ン（以下，エンジンという。）によって，蒸気圧縮冷凍サイクルの圧縮機を駆動し，かつ，暖房時にエンジ

ン排熱を回収利用するヒートポンプ式の冷暖房機（以下，ガスヒートポンプという。）であって定格冷房標

準能力が 85 kW 以下のものについて規定する。 

なお，次に掲げるものは含まない。 

a) 冷房専用のもの。 

b) 冷房時の凝縮器の冷却方式が水冷式のもの。 

c) 電気ヒータ又は補助電気ヒータによる暖房機能をもつもの。 

d) 吸込み空気などの温度条件が特殊なもの 1)。 

e) 機械類及び食料品に対する空気調和を主目的としたもの。 

f) 外気だけを室内へ導入して空気調和を図ることを主目的としたもの。 

g) 車両内の空気調和を図ることを主目的としたもの。 

h) 同時に冷房及び暖房ができるもの。 

i) 発電機を付加し，発電した電力をガスヒートポンプの室外機の外部に出力するもの 2)。ただし，消費

電力自給装置（3.8.11 参照）を添付するものは，適用範囲に含める。 

j) エンジンで駆動する圧縮機と同一の冷凍サイクルに電動式の圧縮機を搭載し，それを商用電源で駆動

するもの。 

k) その他 a)～j)に掲げるものに準じる特殊な用途に使用することを目的としたもの。 

注 1) 例えば，電算機室用，オールフレッシュ形など。 

注 2) 停電時電源自立装置（3.8.12 参照）を付加し，停電時だけ発電した電力をガスヒートポンプの

室外機の内部及び外部で消費するものは，発電機出力が 10 kW 未満で系統連系しないものに

限り適用範囲に含める。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格のうち，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その

後の改正版（追補を含む。）は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）

を適用する。 


